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令和 4年 10 月 20 日（木）5校時 
１ 題材について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾道市立三成小学校 指導者 森野 絢美   

題
材
名 

自分をさぐろう （二分の一成人式） 

～過去・今・未来を見つめて～ 

４年１組 24 人 

 ＜題材について＞ 
本題材は研究主題「自分事として課

題に向き合い，生活をよりよくしよう

と工夫する子供の育成」のもと，自己

の生き方を見つめ，これからの未来に

向かってよりよく生きる工夫・選択を

しようとする姿勢をもたせるものであ

る。家族へのインタビューや自身との

対話などの自分を探る活動を通して，

課題に対して情報を収集・整理し，何

をどのように表現するか，主体的に考

え，実践する態度の育成をねらいとし

ている。 

＜児童について＞ 
 よく当てはまる 当てはまる 

総合的な学習の時間は好きですか。 54.2％ 37.5％ 
自分に良いところがあると思いますか。 29.2％ 45.8％ 
自分の将来のことを考えていますか。 41.7％ 25％ 
友達と考えを交流することの良さを感じ

ますか。 
45.8％ 45.8％ 

自分の考えや思っていることを表現でき

ますか。 
16.7％ 25％ 

「総合的な学習の時間は好き」と肯定的に回答した
児童は 91.7％と多い。このことから，本学級の児童
は，総合的な学習の時間に意欲的に取り組んでいる
とみられる。また，友達と考えを交流することの重
要性を感じている児童が 91.6％と多い。一方で，自
分の考えを表現することに苦手意識を抱えている児
童が 58.3％と多く，自己表現を十分にさせる場面の
設定が必要である。 

＜指導にあたって＞ 
 生まれてから 10 年という節目の年を迎える児童にとって，改めて自己の成長に気付き，未来への展望を

もつきっかけとなるように，「自分をさぐろう」という題材を設定し，以下の工夫を行う。 
【課題を自分事とする工夫】 
 ○児童が主体的に学習を進めることができるよう，現状と理想の姿との対比から課題を見出し，児童と

共に学習課題を設定する。題材のゴールとそのときの児童の姿を共有し，学習の見通しをもたせる。

その見通しのもと，これまでの学習経験や他教科での知識・技能を活用し， 学習に取組ませる。 
 ○活動の目的を明確にして，情報収集や資料等の作成を自覚的に行わせる。どんな情報が集まるか，課

題解決のために必要なものが何かについて意識的な情報収集になるよう設定する。 
【学び合いの工夫】 
 〇課題解決のために情報を収集したり，必要なものを作成したりする活動において，成果物を交流した

り，アドバイスをし合ったりすることで，よりよいものを協働的に創造させる。 
 ○お互いの良さを認め合う活動を通して，自己肯定感を育み，進んで自己を表現しようとする意欲につ

なげる。 
【学習評価の工夫】 
 〇課題解決で付いた力や新たな課題をポートフォリオでまとめることで，学習前と学習後の自分の考え

方を比較しながら，新しい考えが生まれたところや考えが深まったところなどについて振り返ること

ができるようにする。（自己評価） 

○発表や成果物を保護者に公開し，家庭からの感想や気付きをもらうことで，学校での学習と家庭とを

往還させ，家族からも評価が得られるようにする。（他者評価） 

総合的な学習の時間 



２ 題材の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 題材の評価規準 

 

４ 家庭科への接続を中核にした学習マップ（第４学年） 

 Ａ 家族・家庭生活 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取組む態度 
① 情報収集を通して，自己の

成長と周りの人の思いに気

付き，支えられてきたこと

を理解している。 
② 目的をもって課題解決に取

組む学習過程を通して，探

求的な学習の良さを理解し

ている。 

① 現状と理想とする姿の対比か

ら課題を見出し，解決のため

に方法を選択したり情報収集

したりしている。 
② 学習前と後の自分を俯瞰して

成長を見つめ，自己の成長と

展望が相手に伝わるように表

現している。 

① 自己の生き方を考えて表現 
するために，学習の見通し

をもち，協働的に取組むと

ともに，自分の良さを生か

して周りの人のためにでき

ることを進んで見付けよう

としている。 
 

（１） 自己の成長が周りの人に支えられていることや自分にも家族のためにできることがある

ことを理解すると共に，それらに気付くことができる探求的な学習の良さを理解する。 

〔知識及び技能〕 
（２）自分のことを理解できていないことや未来について自己決定したことがないことから課題

を見出し，その解決のために意識的に情報を収集，選択し，学習を通して感じたことや考

えたことについて自己表現する。           〔思考力，判断力，表現力等〕 
（３）自己の生き方を考えて表現するために，学習の見通しをもち，協働的に取り組むととも

に，自分の良さを生かして周りの人のためにできることを進んで見付けようとする。 
〔学びに向かう力，人間性等〕 

【生】ひろがれえがお 

【生】もうすぐ２年生 

【道】お母さんのつ

くったぼうし等 

【学】お世話になっ

た人へ等 

【生】これまでのわたし 

これからのわたし 

【道】おばあちゃん

お元気ですか等 

【学】お世話になっ

た人へ等 

【総】三成を知ろう 
【道】お母さんのせ

いきゅう書等 

【学】お世話になっ

た人へ等 

【道】家族の一員と

して等 

【学】お世話になっ

た人へ等 【総】二分の一成人式 

【道】家族のために

等 

【学】お世話になっ

た人へ等 
【家】私の生活、大発見 

気持ちがつながる家族の時間 

【道】はじめてのア

ンカー等 
【学】お世話になっ

た人へ等 
【家】見つめてみよう生活時間 

あなたは家庭や地域の宝物 

１年 

２年 

３年 

４年 

５年 

６年 



５ 指導と評価の計画（全 25 時間）（本時 13／25 時間） 
学
習
過
程 

〇学習活動 ・学習内容 ●本時 〇指導上の工夫 
評価規準・評価方法 

（評価方法） 

 

「自分の過去・今・未来を見つめよう」 
○課題を設定する。 

・自分のことについて知らないことや分

からないことがあることに課題意識

をもつ。（１） 

〇小さい頃のことや自分の未

来について，自分のことでも

知らないことや考えたこと

がないことがあることに気

付かせる。 

【主体的に学習に取組む態度①】

次の学習の見通しを

もつために，他者と協

働して学習の計画を

立てようとしている。 
（行動観察） 

 

「過去から自分を探ろう」 
○自分の過去について調べる。 
・小さい頃のできごとや周りの人の思い

を知るための計画を立てる。（１） 
・インタビューで聞く内容を整理する。

（１） 
・集めた情報を整理しながら，過去ので

きごととそのときの自分や家族の思

いを年表にまとめる。（２） 
・感じたことを交流し,振り返る。（１） 

 
〇事実だけでなく，家族の思い

にふれることで，自分の成長

が家族によって支えられて

いることや自らの命の大切

さに気付かせる。 
〇時系列でまとめることで，過

去の出来事と自分の今の姿

につながりがあることを感

じさせる。 

 
 
 
 
【知識・技能①】 
年表にまとめ，自己の

成長が周りの人の支

えによるものである

ことを理解している。 
（ワークシート，振り返り） 

 

「今の自分を見つめ,未来を考えよう」 
○課題を設定する。 
・10 年後の成人に向けて，自分がなりた

い姿を想像させる。（１） 
・今の自分がもっている良さについて考

えたり調べたりする。（１） 
・身の回りの大人の価値観や就きたい職

業に必要な資質を調べる。（３） 
・今の自分の良さとつなげて，これから

の自分に必要なことをまとめる。（１） 
●これからの展望を交流し，学習前の自

分の考えや友達の考えをもとに学習

を振り返る。（１） 【本時】 
〇自分の思いを表現しよう。 
・家族への感謝とこれからの思いを伝え

る方法を考える。（１）  
・家族や未来の自分に向けた手紙を作

成・推敲する。（２） 
・これまでの学習を振り返る。（１） 

 
〇様々な職業を想起し，どのよ

うな資質が求められるのか

考えさせる。 
〇友達や家族に聞く等して多

角的に探る。 
○GT や映像，記事などから生

き方の指針を具体化させる。

【ICT】 
〇ワークシートで系統的に整

理させる。 
〇学習前の考えと今の考えを

比較して振り返るよう支援

する。 
〇これまでの学習での振り返

りを想起させながら，自分の

思いを伝える文章を書ける

ように支援する。 

 
 
 
 
 
【思考・判断・表現①】 
これからの自分の生 
き方を考えるという 
課題について解決の 
ために方法を選択し 
たり情報収集したり 
している。（ワークシ 
ート） 
 
 
【思考・判断・表現②】 
これまでの学習を通

して感じたことや伝

えたいことを適切に

表現している。 
（行動観察，成果物） 

 

題
材
を
貫
く
課
題
発
見 

 

①
計
画
→ 

 

→
実
践
→ 

→
評
価
・
改
善 

 

②
計
画
→ 

 
 
 
 
 

→
実
践
→ 

 
 

→
評
価
・
改
善 



  

「二分の一成人式をしよう」 
○二分の一成人式を実施する。 
・式に向けて準備をする。（２） 
・自分の成長と未来への展望をお家の人

に向けて発表する。（２） 
 
 
「感謝を形に表そう」 
○成長を支えてくれたお家の人のため

にできることを考える。 
・家族のために自分ができることを計画

する。（２） 
・家族のために立てた計画を実行する。

（各家庭） 
・活動を振り返り，さらにできるように

なりたいことを考える。（１） 

〇児童自身が主体的に会に関

われるように進行や役割を

児童と共に設定する。 
〇保護者に公開し，子供の成長

の喜びを分かち合うととも

に，未来に目を向けるきっか

けになるよう支援する。 
 
〇周りの人の生活をよりよく

するためにできそうなこと

を他教科と関連させて考え

させる。 
〇実践を通して，自己肯定感を

高めるとともに改善点や新

たな課題に目を向けさせる。

【ICT】 

【思考・判断・表現②】

相手意識をもって自

己の成長と展望を適

切に表現している。 
（行動観察） 
 
 
【主体的に学習に取組む態度①】 

自分のよさを生かし

ながら自分にできる

ことを見つけようと

している。 
（行動観察，ワークシート） 

 
【知識・理解②】 
日常で実践できるこ

とがあることに気付

き，探究的な学習の良

さを理解している。 
（行動観察，振り返り） 

 

○学習をまとめる。 
・これまでの学習を通しての自分の変容

を振り返る。（１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇自己の成長と将来の姿につ

いて学習前の自分の考え方

と比較して振り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

【期待する題材の振り返り】 
・当たり前だと思っていた自分たちの成長は，お家の人がたくさんの場面で支えてくれ

ていることに気が付きました。そして自分たちが思っている以上に心配したり，喜ん

だりしてくれていることを知りました。これからは恩返しとして，家族のためにでき

ることに進んで取り組みたいです。 
・これまでの自分は将来のことを考えて生活していなかったけど，自分のことを自分で

決めるためにこの学習で考えたことで，どんな力を付けていきたいのか，何のために

付けたいのかがはっきりしました。この学習をした自分の 10 年後が楽しみになりま

した。 
・「二分の一成人式」を通して，お家の人への感謝や自分がこれからどう生きていきたい

のかを考えて表現することができました。自分の良さや，それを生かして自分たちに

できることも見つかりました。大人になるまでに自分ができることは人のために自分

が進んで行動することだと思ったので，がんばりたいです。 

 

③
計
画
→ 

→
実
践
→ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

→
評
価
・
改
善 

 

題
材
を
通
し
て
の
評
価
・
改
善 



６ 本時の展開  

（１）本時の目標 

 
（２）本時の展開 

 
 
 
 
 
 

学習活動 
「主な発問」（思考の場） 
・予想される児童の反応 

◇指導上の留意事項 
◆「努力を要する」状況と判断した 

児童への指導の手立て 

○評価規準 
（評価方法） 

１．めあてを設定する。 
 
 
２．これからの自分に必要な力や資

質を交流する。（グループ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．自分の生活とつなげて，できる

ことを考える。（全体） 
  
 
４．学習のまとめと振り返りをす

る。 
 
 
 
 
 
 
５．次時の学習の見通しをもつ。 
 

 
 
 
◇自己実現のためにどのような力や資

質が必要なのか，なぜその力が必要

なのか表現させる。 
◇グループで分析し，共通点や似てい

るものを見付けさせる。 
◆友達の考えを聞いて，真似したいと

ころや良いと思ったところを見つけ

たり，付け加えたりしながら交流さ

せる。 
 
◇これからの生活で力を入れたいこと

を具体的な場面を浮かべながら考え

させる。 
 
◇学習前の自分と本時の学習後の自分

を比較させて振り返らせる。 
◇自分たちが自己について探ろうと活

動することで，自己を見つめて生き

方を考えたり決めたりする事ができ

るようになったことに気付かせる。 
 
◇これまでの学習をもとに，二分の一

成人式で保護者にどのような思いを

伝えたいか見通しをもたせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇自分の生き方やこ

れから力を入れて

いきたいことにつ

いて進んで表現す

るとともに，学習後

の自分の考えの深

まりに気が付いて

いる。 
（ワークシート，行動観察） 
 

 自分の生き方の展望について，交流を通して考えを明確にし，学習前の自分の姿と今の姿を比較

して考えの深まりや自己の成長を感じる。 

○め これからの自分について考えたことを交流して，自分を見つめよう。 

【期待する本時の振り返り】 
・わたしはこれから努力ができる大人になるために普段の勉強でも目標を決めて続けられる人にな

りたいと思いました。これまでのわたしは，自分のことについて説明ができるほど「何が得意か」

「これからどう生きていきたいか」を見つめられていなかったけど，学習を通して自分の将来につ

いて考え，表現することができるようになりました。 
・「自分をさぐろう」の意味が最初は分からなかったけど，自分たちで調べたり考えたりしていくう

ちに，自分のことを見つめて，自分の生き方のことを考えることができるようになりました。これ

から高学年や中学生になっても，自分のことは自分で考えたり選んだりできる自分でいたいです。 



 
（３）板書計画 
 自分をさぐろう（二分の一成人式）～過去・今・未来を見つめて～ 

 
 
 
 
                ・苦手な勉強がわかるようになるまで自主学習をする。 

・お手本にしたい６年生や大人の人を見付けてまねをする。 
 

                   ・だれにでもあいさつをする。 
                   ・いろんな人に自分から話しかける。 
 
                   ・当番や係の仕事をやりきる。 
                   ・委員会が始まったらみんなのためにできることを考える。 
 
                                     ・係で決まっていないことでも進んでやってみる。 
                   ・おうちでお母さんのためにできることを見つけて取り組む。 

○め これからの自分について考えたことを交流して，自分を見つめよう。 

どんな力が必要かな？ その力を実現するために 

努力できる 

コミュニケーション力 

責任感 

チャレンジする 

○ふ   

 

 


